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　←公立置賜長井病院改修整備事業　

３億2,448万円

　↑公共複合施設整備事業（予備調査等業務委託料）　990万円
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令
和
３
年
９
月
定
例
会
は
９
月
１
日
か
ら
９
月
27
日
ま
で
の

27
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
、
企

業
会
計
の
決
算
認
定
ほ
か
、
報
告
４
件
、
一
般
議
案
７
件
、
補

正
予
算
６
件
、
請
願
１
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、

追
加
提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
１
件
、
人
事
案
件
２
件
、
議
会
案

４
件
を
含
む
す
べ
て
の
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
に
は
12
名
の
議
員
、
決
算
総
括
質
疑
で
は

６
名
の
委
員
が
、
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
総
計
決
算
額
は
、
歳
入
３
２

３
億
７
５
２
７
万
円
、
歳
出
３
１

５
億
３
８
３
９
万
円
で
、
差
引
残

額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

は
、
７
億
７
７
４
５
万
円
の
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
２

５
８
億
８
９
４
４
万
円
で
前
年
度

対
比
82
億
６
７
１
８
万
円
（
46･

９
％
）
増
加
、
歳
出
総
額
は
２
５

３
億
５
５
５
３
万
円
で
前
年
度
対

比
81
億
４
６
４
４
万
円
（
47･

３

％
）
増
加
と
な
り
、
差
引
残
額
か

ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

４
億
７
４
４
８
万
円
と
な
り
、
さ

ら
に
前
年
度
実
質
収
支
額
３
億
８

２
５
５
万
円
を
差
し
引
い
た
単
年

度
収
支
額
は
９
１
３
９
万
円
の
黒

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令和２年度決算を認定

公共施設整備と新型コロ　　ナウイルス感染症対策により
過去最大　一般会計歳出　　　　　決算２５３億5,553万円

（完成イメージ図）
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項　　　　目 金　　　　額
（万円未満四捨五入）

備　　　　考
（円未満四捨五入）

市債残高（借入金・市が借りたお金） 223 億 4,736 万円 市民一人あたり 86 万 1,834 円

基金残高（積立金・市が貯金したお金）※財政調整基金他 21 億 6,505 万円 市民一人あたり 8 万 3,496 円

令和２年度末の一般会計分の市債（借入金）と特別会計基金を含む基金（積立金）
※人口は、令和３年₃月末人口：25,930人



　　↑市民文化会館耐震等改修工事　４億4,170万円

　　↑長井市新市庁舎建築工事　34億 2,455 万円

↑学校給食共同調理場整備等事業　11億 2,032 万円

令和３年 11 月１日発行〈第135号〉  ながい市議会だより

主な建設工事 ※事業費は令和２年度分、1 万円未満切り捨て

公共施設整備と新型コロ　　ナウイルス感染症対策により
過去最大　一般会計歳出　　　　　決算２５３億

９　月

定例会

3

～～～～～～　このように使われた市のお金　～～～～～～

　令和２年度は、平成26年度から10年間のまちづくりの指針となる長井市第五次総合計画が策定されて７

年目で、前期後期５年毎に分けられた後期基本計画の２年目でした。「みんなで創る　しあわせに暮らせる

まち　長井」の実現に向け整備を進めていた新市庁舎建設整備事業や市民文化会館耐震等改修事業、学校給

食共同調理場整備等事業が完成し、市民サービスの向上が図られることになります。また、公立置賜長井病

院は改修整備事業を継続して進め、新たに令和５年度完成を目指す公共複合施設整備に取り掛かる年となり

ました。さらに、新型コロナウイルス感染症拡大で外出や集会の自粛、密を避けマスクの着用等など、感染

防止のため不便を強いられた１年でもあり、国の感染対応事業や臨時給付金事業等で経済の停滞を極力抑え

つつ感染症対策も徹底する事業が進められ、歳入歳出決算は過去最大規模となりました。



( 下記以外については全会一致で可決されています )令和３年９月定例会議案等に対する賛否一覧表

※ＩＣＴ：Information and Communication Technology（情報通信技術）の略。通信技術を利用した産業やサービスの総称

※ワーケーション：Work（仕事）と Vacation（休暇）を合わせた造語。リゾート地や地方に滞在し、休暇を過ごしながら働くこと

※サテライトオフィス：企業や団体の本社、本拠から離れた場所に設置されたオフィス
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認第１号　　令和₂年度

　　　　　　歳入歳出決算認定について
認定 14：１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

★令和３年９月定例会に提出されたすべての議案等の議決結果は市議会のホームページに掲載しています。

※ 賛否が分かれたものについて掲載しています。 

　○は賛成、●は反対、－は退席。 議長（浅野敏明）は採決に加わらない。

浅 野 敏 明

4

討 論

今泉　春江 議員金子　豊美 議員

　一般会計と特別会計を合わせた総計決算額並びに

単年度収支額は共に黒字となっている。歳入増加の

主な要因は、寄附金、繰入金、国庫支出金、市債の

増によるもので、新型コロナウイルス感染症対策を

進める中、効率の良い交付金や補助金の獲得に努め

た結果と言える。

　主な歳出については、新市庁舎整備事業や学校給

食共同調理場事業費、新型コロナウイルス感染症対

応事業や臨時給付金事業等で、今後のまちづくりに

必要な経費である。進む人口減少、少子高齢社会の

中、これまで以上に創意と工夫を凝らした財政運営

に取り組まれることを願い賛成する。

採決の前に、議題となっている案件について賛成か反対かを表明すること。

◆
令
和
２
年
度

長
井
市
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

に
つ
い
て

　今までにない大きな決算額となり、その中でも国

庫支出金や市債の増により、依存財源が前年度から

55.5％の大幅増となったことは警戒しなくてはなら

ない。

　ふるさと納税事業が大きく伸び事業財源としたこ

と、新型コロナウイルスワクチン接種事業など市民

に貢献する事業があったこと、さらに、差し押さえ

件数が前年度629件から183件と減少したことは、前

進した部分であると言える。

　一方、市民から寄せられた切実な要望は多くが実

現されていない。繰越金を活用し、コロナ禍で困窮

する市民の命、暮らし最優先の施策を求める。

　 ◆一般会計補正予算の概要　～第６号・第７号・第８号～

・地方創生推進交付金事業　1億9,208万円

　「スマートシティ長井」実現事業に対する推進業務委託料等

・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業　1,753万円

　WEB会議用パソコン等備品購入費

・灯油購入助成事業　747万円

　低所得者等の冬期間の経済的負担を軽減するため灯油等購入費を助成

・保育施設保育料等負担軽減事業　1,064万円

　保育料無償化に向けた段階的負担軽減事業を行うため、保育所等の利用児童（０～２歳児）の保護者に

　対して補助金を交付

・学童クラブＩ
※

ＣＴ化推進事業　141万円

　オンラインを活用した研修や会議等に参加するためのパソコン等を配置

・気象災害等対策生産資材緊急支援事業　363万円

　凍霜などにより被害を受けた農業者等を対象に、営農継続に向けて必要な肥料や農薬の購入を支援

・協働のまちづくり支援事業　493万円

　地区等が実施する維持修繕事業に対する機械借上料や原材料費

・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業　3,985万円

　卸売・小売・生活関連等事業者へ支援金を給付する事業

　タスのワ
※

―ケーションやサ
※

テライトオフィス、ブックラウンジ等に係る備品整備に支援

賛 成 反 対



※グリーンベルト：歩道がない道路の路側帯にカラー舗装を行い、ドライバーに視覚的に歩行空間を認識させるもの
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施
設
整
備
実
現
に
向
け
て

検
討

各
校
で
の
通
学
路
安
全
点
検

結
果
に
基
づ
き
対
応
中

人
生
１
０
０
年
時
代
・
冬
季
間

の
屋
内
運
動
施
設
整
備
を

通
学
路
の
緊
急
合
同
点
検

の
結
果
は

平　　進介

勝見英一朗

Ｑ
．
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、

高
齢
者
が
健
康
で
元
気
な
毎
日
を

送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、

冬
季
間
の
運
動
不
足
解
消
の
た
め

屋
内
運
動
施
設
整
備
が
必
要
で
す
。

Ａ
．
健
康
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

継
続
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
場

の
確
保
は
大
切
で
あ
り
、
施
設
の

整
備
実
現
に
向
け
、
補
助
事
業
や

民
間
事
業
者
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
集
め
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
近
年
の
豪
雨
災
害
等
を
教
訓

に
、
国
と
県
等
で
「
最
上
川
中
流
・

上
流
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

Ｑ
．
千
葉
県
八や

ち

街ま
た

市
の
事
故
を
受

け
、
全
国
で
の
通
学
路
緊
急
合
同

点
検
が
指
示
さ
れ
、
本
市
で
も
７

月
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
危
険
箇

所
の
把
握
と
そ
の
後
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
交
通
指
導
員
の
適
切
な
配

置
、
要
望
の
多
い
歩
道
・
防
雪
柵

や
グ

※

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
に
つ

い
て
本
市
の
基
本
姿
勢
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
各
校
が
年
度
初
め
に
実
施
し

た
通
学
路
安
全
点
検
の
結
果
に
基

づ
き
、
今
年
度
は
10
か
所
に
つ
い

て
関
係
機
関
と
協
力
し
対
応
を
進

ト
」
を
策
定
し
、
令
和
２
年
度
か
ら

10
年
間
で
全
体
事
業
費
約
１
７
６

０
万
円
を
投
じ
、
最
上
川
と
県
管

理
等
の
河
川
整
備
を
実
施
す
る
と

の
こ
と
で
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

計
画
に
、
置
賜
野
川
等
の
整
備
や

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
橋
梁
工
事
、

特
に
工
事
費
用
が
か
さ
む
田
沢
川

の
改
修
工
事
を
盛
り
込
む
よ
う
県

等
に
要
望
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る
水

災
害
リ
ス
ク
の
増
大
に
備
え
る
た

め
、
置
賜
野
川
等
の
県
管
理
河
川

で
の
早
急
な
治
水
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

事
業
期
間
内
で
実
施
で
き
る
よ
う

強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
最
先
端
の
衛
生
管
理
を
備
え

た
給
食
共
同
調
理
場
が
完
成
し
ま

し
た
。
直
接
命
に
関
わ
る
ア
レ
ル

ギ
ー
食
等
に
も
安
全
か
つ
的
確
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
栄
養
教
諭
の

正
規
職
員
配
置
を
県
に
強
く
要
望

す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
栄
養
教
諭
は
、
児
童
生
徒
に

対
し
て
直
接
指
導
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。ア
レ
ル
ギ
ー
食
へ
の
対
応

を
含
め
、
児
童
生
徒
の
食
の
自
己

管
理
能
力
を
育
む
た
め
引
き
続
き

配
置
を
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

め
て
い
ま
す
。
歩
道
等
の
設
置
は
、

学
校
周
辺
の
児
童
生
徒
が
集
約
さ

れ
る
区
間
で
危
険
性
等
を
検
証
し

事
業
化
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
２
年
ぶ
り
に
全
国
学
力
学
習

状
況
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

本
市
の
児
童
生
徒
の
学
力
の
実
態

は
ど
う
で
し
た
か
。
ま
た
、
課
題

を
教
員
全
体
で
ど
の
よ
う
に
共
有

し
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

Ａ
．
県
・
全
国
と
ほ
ぼ
同
程
度
で

し
た
。
結
果
を
校
長
会
で
共
有
し
、

市
全
体
と
し
て
、
ま
た
学
校
ご
と

の
分
析
を
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

課
題
改
善
に
向
け
、
長
井
市
学
校

教
育
研
修
所
事
業
及
び
各
校
の
授

業
研
究
で
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ
．
来
年
度
か
ら
始
ま
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
小
学
校
５
、
６
年
生

で
の
理
・
算
・
英
・
体
の
教
科
担

任
制
は
、
授
業
の
質
の
向
上
や
教

員
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
入
れ
ら
れ
る
予
定
で
す
か
。

Ａ
．
長
井
小
学
校
に
は
、今
年
度
専

科
教
員
１
名
が
配
置
さ
れ
、
主
に

外
国
語
を
専
門
に
受
け
持
っ
て
い

ま
す
。
各
学
校
で
は
、
理
科
や
音
楽

を
担
任
以
外
の
教
員
が
受
け
持
つ

な
ど
、
工
夫
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

朝の通学路風景　万全な安全対策が求められる 人生100年時代を元気に過ごす
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の
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ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
推
進
と

ガ
イ
ド
育
成
を
進
め
る

新
た
な
製
品
の
発
掘
と

定
期
便
の
強
化

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

観
光
事
業
の
施
策
は

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

新
た
な
製
品
の
展
開
は

Ｑ
．
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
昨
年
度

の
実
績
が
一
昨
年
の
３
・
１
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
予

算
額
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
は
考

え
て
い
ま
す
か
。

　

本
事
業
は
市
民
の
た
め
に
行
う

事
業
の
重
要
な
財
源
で
あ
り
、
市

内
の
事
業
者
は
、
新
た
な
製
品
を

発
掘
で
き
れ
ば
事
業
の
発
展
に
寄

与
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、返
礼
品
の

人
気
が
上
が
れ
ば
通
販
サ
イ
ト
で

も
販
売
が
可
能
と
な
り
、
本
市
の

フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
市
内
事
業
者
に
最
大
限
の
協

力
を
お
願
い
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．財
源
不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
、

基
金
に
積
ん
で
、
翌
年
度
財
源
と

し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
予
算
額
を
増
や

す
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本
市
事
業

の
重
要
な
財
源
で
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
今
後
も
市
内
事

業
者
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
防
災
は
市
民
の
命
を
守
る
こ

と
が
最
優
先
と
思
い
ま
す
が
、
国

土
交
通
省
が
奨
励
し
て
い
る
マ

※

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、

本
市
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。
ま
た
、
安
心
・
安
全
を

最
優
先
し
、
机
上
の
空
論
と
い
わ

れ
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
最
悪
の
状
況

を
想
定
し
た
対
応
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、

事
前
に
避
難
行
動
を
自
ら
考
え
る

こ
と
で
災
害
時
の
早
期
避
難
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
自
主
防

災
組
織
等
へ
啓
発
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
し
く
防
災
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
と
と
も
に
、
気
候
変
動
の
影
響

に
よ
り
激
甚
化
す
る
災
害
へ
の
対

応
を
国
、県
と
検
討
し
て
い
ま
す
。

ふるさと納税返礼品発送作業 黒獅子の里案内人のガイド研修会

鈴木富美子

内谷　邦彦

Ｑ
．
コ
ロ
ナ
終
息
後
の
観
光
事
業

は
大
き
く
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

観
光
客
が
お
金
を
使
い
、
市
内
の

業
者
が
利
益
を
上
げ
る
た
め
の
観

光
事
業
の
取
り
組
み
は
あ
る
の
で

す
か
。

　

長
井
ダ
ム
周
辺
の
観
光
は
、
水

陸
両
用
バ
ス
や
三
淵
神
社
参
拝

ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
、
ま
た
、
展
望
所

の
ス
イ
ー
ツ
店
な
ど
も
新
た
な
観

光
名
所
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ウ
ト

ド
ア
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
く
べ

き
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
地
域
の
経
済
効
果
を
上
げ
る

た
め
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
観
光
局
が

直
接
的
な
営
業
活
動
を
行
い
、
多

く
の
市
内
事
業
者
等
が
参
画
で
き

る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
は
今
後
も
根
強

い
人
気
が
続
く
と
思
わ
れ
、
大
手

ア
ウ
ト
ド
ア
企
業
と
の
連
携
で
さ

ら
に
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

Ｑ
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆

さ
ん
の
「
お
も
て
な
し
」
は
、
本
市

に
お
い
で
に
な
る
お
客
様
の
リ
ピ

ー
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
観
光
局
の

事
業
や
Ｊ
Ｒ
の
事
業
な
ど
も
増
え

て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

だ
け
で
は
人
数
が
少
な
く
対
応
が

難
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
観
光

協
会
な
ど
と
連
携
し
て
い
く
べ
き

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
役

割
は
非
常
に
大
き
く
、
会
員
増
強

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

誘
客
観
光
事
業
は
、
観
光
局
を
は

じ
め
、
観
光
協
会
や
民
間
事
業
者

の
受
け
皿
が
大
切
で
、
そ
こ
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
活
躍
が

あ
っ
て
成
り
立
ち
ま
す
。
ガ
イ
ド

の
皆
さ
ん
の
意
向
も
尊
重
し
な
が

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
関
係
者
と

共
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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空
き
家
の
適
正
管
理
を
図
り

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

令
和
５
年
度
移
行
を

目
指
す

空
き
家
活
用
に
よ
る

地
域
活
性
化
を

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
計
画
は

竹田　陽一

金子　豊美

Ｑ
．
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
は
、
市
民

の
健
康
増
進
と
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、

社
会
教
育
を
含
む
生
涯
学
習
の
推

進
、
防
災
拠
点
な
ど
数
多
く
の
分

野
で
大
切
な
施
設
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
の

範
囲
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
指
定
管
理
の
範
囲
は
、
市
内

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
運
営
と
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
推
進
を
想
定

し
て
お
り
、
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と

意
見
交
換
を
行
い
、
令
和
５
年
度

に
移
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
に
籍

を
置
い
て
い
た
専
門
的
な
職
員
、

特
に
学
芸
員
に
つ
い
て
は
、
組
織

機
構
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
も
、

文
化
施
設
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
観
光
、
文
化
交
流
等
の
目
的
を

達
成
で
き
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
学
芸
員
等
の
専
門
的
職
員
は
、

組
織
機
構
見
直
し
後
も
配
置
が
必

要
な
部
署
や
文
化
施
設
に
配
置
し

ま
す
。
専
門
的
職
員
の
職
務
を
活

か
し
、
今
後
と
も
文
化
施
設
の
利

用
拡
大
と
、
観
光
・
文
化
交
流
の

活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
り
、

生
涯
学
習
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
関
係
等
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
り

総
務
、
厚
生
、
産
業
・
建
設
も
含

め
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
だ
４
か
月
し
か
経
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
組
織
の
見
直
し
に
よ

る
効
果
と
課
題
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
市
長
部
局
と
の
連
携
に
よ
り
、

広
い
角
度
か
ら
の
検
討
が
な
さ
れ
、

市
民
総
が
か
り
の
取
り
組
み
に
な

り
ま
し
た
。
生
涯
学
習
の
視
点
か

ら
、
教
育
委
員
会
の
よ
り
よ
い
関

わ
り
方
が
課
題
と
し
て
あ
る
た
め
、

改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

指定管理者制度導入予定の置賜生涯学習プラザ 市内の空き家

Ｑ
．
人
口
減
少
な
ど
か
ら
今
後
も

空
き
家
が
増
え
、
地
域
住
民
の
生

活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
交
流

の
場
と
し
て
の
活
用
や
、
ま
ち
づ

く
り
団
体
が
空
き
店
舗
を
借
上
げ
、

店た
な

子こ

に
転
貸
す
る
使
用
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
の
空
き
家

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
空
き
家
を
有
効
的
に
利
活
用

で
き
る
よ
う
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
把
握
し
、
空
き
店
舗
は
新
た

な
商
業
活
動
の
場
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
で
、
交
流
と
賑
わ
い
の
あ

る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
相
続
人
不
明
な
ど
で
管
理
不

全
の
空
き
家
に
つ
い
て
、
自
治
会

が
樹
木
の
剪せ

ん

定て
い

や
草
刈
り
な
ど
を

行
い
、
こ
れ
に
要
し
た
経
費
を
支

援
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
、
地
区
内
で
や
む
を
得
ず
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
等
、

市
で
支
援
で
き
る
よ
う
な
条
例
等

の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
デ
ジ
タ
ル
端
末
の
長
時
間
使

用
な
ど
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
視

力
が
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
家

庭
で
の
利
用
頻
度
が
高
く
、
ま
ず

は
家
庭
で
の
話
し
合
い
が
大
切
と

思
い
ま
す
。
学
校
で
は
、
ノ
ー
メ

デ
ィ
ア
デ
ー
や
使
用
制
限
を
設
け

る
な
ど
、
目
の
健
康
を
守
る
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
学
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携

し
て
家
庭
で
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
時

間
の
目
安
を
設
定
す
る
な
ど
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
授
業

で
も
、
健
康
問
題
と
時
間
の
使
い

方
を
合
わ
せ
て
取
り
上
げ
、
学
年

に
応
じ
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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若
者
の
意
見
反
映
と
市
民
に

活
用
い
た
だ
け
る
整
備
に

推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
む

あ
や
め
公
園
の
再
整
備
検
討

に
若
者
の
声
も

ジ

※

ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の

取
り
組
み
を

今泉　春江

渡部　正之

Ｑ
．
あ
や
め
公
園
再
整
備
計
画
基

本
構
想
が
示
さ
れ
、
今
後
、
具
体

的
な
整
備
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本

市
の
将
来
を
担
う
高
校
生
な
ど
の

考
え
も
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
と

考
え
ま
す
。特
に
あ
や
め
会
館
は
、

通
年
利
用
し
て
い
け
る
施
設
に
な

っ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
あ
や
め

の
開
花
時
期
以
外
は
、
あ
や
め
会

館
を
中
心
に
人
が
集
ま
る
よ
う
な

周
辺
整
備
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、

新
し
い
発
想
が
期
待
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
維
持
管
理
に
お

け
る
人
材
育
成
や
、
財
政
状
況
を

Ｑ
．
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
は
、
性

に
よ
る
経
済
的
、
社
会
的
な
差
別

を
な
く
す
こ
と
で
す
が
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
社
会
を
つ
く
る
運
動
は

国
際
的
に
も
国
内
で
も
大
き
な
流

れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
雇
用
や

生
活
へ
の
影
響
に
よ
り
、
閉
塞
感
、

不
安
、
悩
み
な
ど
が
今
ま
で
に
な

く
市
民
全
体
に
も
増
大
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
に
及
ぶ
深

刻
な
問
題
を
見
逃
さ
ず
対
処
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
市
が
把
握
で

き
な
い
女
性
に
及
ぶ
問
題
を
ど
う

つ
か
ん
で
解
決
し
ま
す
か
。

踏
ま
え
た
再
整
備
の
検
討
が
重
要

と
考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
あ
や
め
公
園
へ
の
高
校
生
か

ら
の
ア
イ
デ
ア
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
で
一
部
提

案
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
も

伺
う
機
会
を
つ
く
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
あ
や
め
会
館
は
、
観
光
シ

ー
ズ
ン
以
外
も
市
民
が
活
用
で
き

る
よ
う
配
慮
し
、
国
の
支
援
メ
ニ

ュ
ー
を
活
用
し
た
整
備
を
計
画
し

て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
組
織
機
構
見
直
し
後
、
災
害

時
体
制
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
改

定
な
ど
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
職
員
の
対
応

の
確
認
や
、
自
主
防
災
組
織
な
ど

関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
は
生
じ
な
か
っ

た
の
で
す
か
。

Ａ
．
毎
年
、
避
難
所
担
当
職
員
等

人
員
体
制
の
変
更
に
伴
う
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
改
定
し
、
対
応
手
順

等
を
確
認
す
る
と
と
も
に
自
主
防

災
組
織
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、

調
整
を
図
っ
て
い
ま
す
。
災
害
時

は
、
消
防
署
等
関
係
機
関
と
情
報

を
共
有
し
て
対
応
し
て
お
り
、
組

織
機
構
見
直
し
後
も
変
わ
ら
ず
連

携
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ａ
．
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
は
、

社
会
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
お
り
、
必
要
な
方

に
支
援
が
行
き
渡
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

民
生
委
員
の
サ
ポ
ー
ト
や
市
民
相

談
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
に
向
け

た
周
知
を
強
化
し
、
母
子
、
父
子

相
談
員
、
婦
人
相
談
員
等
、
専
門

知
識
を
持
っ
た
相
談
員
の
存
在
を

改
め
て
周
知
し
、
電
話
や
メ
ー
ル

で
の
相
談
や
対
応
に
努
め
、
解
決

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
市
の
職
員
は
３
０
７
人
。
主

幹
以
上
の
管
理
職
は
39
人
で
、
そ

の
内
女
性
管
理
職
は
課
長
が
５
人
、

主
幹
が
４
人
で
約
23
％
で
す
。
女

性
は
教
育
や
資
質
も
決
し
て
男
性

に
劣
り
ま
せ
ん
。
女
性
幹
部
職
員

を
も
っ
と
起
用
す
べ
き
で
す
。

Ａ
．
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に

向
け
た
方
針
で
は
30
％
の
目
標
を

掲
げ
て
お
り
、
人
事
は
性
別
に
か

か
わ
ら
ず
能
力
の
あ
る
職
員
を
起

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
「
桜
づ
つ
み
」
周
辺
の
駐
車

場
増
設
を
求
め
ま
す
。

Ａ
．
現
在
９
台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
、
用
地
の
取
得
は
難
し
い

の
が
現
状
で
す
。

最上川桜づつみ 再整備が検討されているあやめ公園
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※抗体カクテル療法：新型コロナウイルスの重症化を防ぐため、２種類の抗体を混ぜ合わせた中和抗体薬を投与する治療

令和３年 11 月１日発行〈第135号〉  ながい市議会だより

新型コロナワクチン接種（イメージ）ごみ収集日の駅前通り

実
情
を
踏
ま
え
対
応
を

検
討

国
・
県
と
の
情
報
共
有
に

努
め
遅
滞
な
く
対
応

市
民
の
暮
ら
し
に
関
わ
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今
後
は

新
庁
舎
、
新
駅
舎
に
ふ
さ
わ

し
い
周
辺
整
備
が
急
務
で
は

鈴木　　裕

小関　秀一

Ｑ
．
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
３
回
接
種
や
、
医
療
の
新
た
な

体
制
と
し
て
「
抗

※

体
カ
ク
テ
ル
療

法
」
の
実
施
を
始
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
関
し
市
で
把
握
し
て
い
る

情
報
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
国
か
ら
の
通
知

は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
抗
体
カ
ク
テ

ル
療
法
」
は
、
県
内
10
か
所
の
医

療
機
関
で
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
若
年
層
の
感
染
が
拡
大
傾
向

に
あ
る
中
、
夏
休
み
明
け
の
児
童

の
感
染
、
家
庭
内
感
染
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。
本
市
の
教
職
員
の
ワ
ク

Ｑ
．
新
し
い
市
庁
舎
及
び
長
井
駅

舎
に
ふ
さ
わ
し
い
周
辺
整
備
が
不

可
欠
で
す
。
駅
前
通
り
に
は
ご
み

収
集
ボ
ッ
ク
ス
が
な
く
、
ご
み
収

集
日
は
歩
道
の
一
角
に
ご
み
袋
が

山
積
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ラ

ス
や
猫
な
ど
の
食
い
散
ら
か
し
な

ど
、
衛
生
面
の
問
題
が
あ
り
、
景

観
面
で
も
著
し
く
景
観
を
損
ね
て

い
る
課
題
と
思
い
ま
す
。
市
民
か

ら
の
苦
情
や
地
区
か
ら
の
相
談
は

な
か
っ
た
の
か
、
市
は
こ
の
課
題

解
決
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
駅
前
通
り
の
ご
み
収
集
所
に

チ
ン
接
種
状
況
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
本
市
で
は
、
市
内
小
中
学
校

に
勤
務
す
る
教
職
員
に
つ
い
て
優

先
接
種
を
進
め
て
お
り
、
ほ
と
ん

ど
の
教
職
員
の
接
種
は
す
で
に
終

了
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
自
治
体
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

効
果
を
確
認
す
る
意
味
で
も
、
接

種
者
と
陽
性
者
の
割
合
な
ど
に
つ

い
て
、
県
に
情
報
公
開
を
要
請
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ
．
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
重
症

化
予
防
を
図
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
置
賜
保
健

所
で
は
、
個
人
情
報
で
あ
り
、
情
報

提
供
は
難
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

Ｑ
．
大
型
公
共
施
設
整
備
や
人
口

減
少
な
ど
に
よ
り
、
令
和
２
年
度

の
将
来
負
担
比
率
は
２
３
２
％
、

財
政
調
整
基
金
は
過
去
５
年
間
で

63
・
３
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

の
状
況
の
中
、
15
億
円
に
も
伸
び

た
「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
の
管

理
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

Ａ
．
寄
附
の
全
額
を
基
金
に
積
み

立
て
、
翌
年
度
ま
で
に
全
額
を
事

業
費
に
充
て
る
方
針
で
す
。

つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
匿
名
で
「
歩

行
者
の
邪
魔
に
な
っ
て
い
る
」
な

ど
の
投
書
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ご
み
収
集
所
の
設
置
及
び
運

営
に
関
し
て
は
、
各
地
区
が
実
施

主
体
と
な
り
ま
す
の
で
、
移
設
等

に
つ
い
て
協
議
い
た
だ
く
よ
う
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
地
区
か
ら

の
相
談
等
を
踏
ま
え
対
応
を
検
討

し
ま
す
。

Ｑ
．
長
井
駅
舎
が
き
れ
い
に
な
り
、

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
利
用
者
が
増

加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、

夜
間
、
駅
西
側
が
暗
い
と
い
う
現

状
が
あ
り
ま
す
。
以
前
、
親
水
公

園
の
照
明
が
暗
い
た
め
、
も
っ
と

明
る
い
照
明
灯
設
置
を
提
案
し
ま

し
た
が
、
新
市
庁
舎
整
備
と
一
体

で
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

照
明
灯
の
整
備
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
新
市
庁
舎
の
竣
工
に
よ
り
、

長
井
駅
西
口
の
周
辺
環
境
は
だ
い

ぶ
変
わ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、

通
路
と
し
て
の
薄
暗
さ
は
認
識
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
東
口
の
利
用

状
況
を
鑑
み
た
う
え
で
、
山
形
鉄

道
と
協
議
し
、
駐
車
場
の
設
置
や

駅
の
ホ
ー
ム
等
も
含
め
た
総
合
的

な
整
備
を
検
討
し
ま
す
。
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
で
手
続
き

の
負
担
軽
減
を
図
る

不
明
水
の
原
因
究
明
を

急
ぐ

各
種
届
出
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
と
窓
口
の
一
本
化
を

公
共
下
水
道
事
業
の

不
明
水
対
策
は

蒲生　光男

赤間　泰広

Ｑ
．
今
年
３
月
に
本
市
で
発
生
し

た
火
災
に
よ
り
痛
ま
し
い
結
果
に

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
友
人
か

ら
「
何
か
届
出
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な

い
か
」
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
「
火
災
被
災
者
の

方
の
た
め
の
支
援
窓
口
一
覧
」
を

急
き
ょ
作
成
し
て
い
た
だ
き
、
友

人
に
届
け
た
の
が
こ
の
た
び
の
質

問
、
提
言
に
至
っ
た
経
緯
で
す
。

　

８
月
４
日
付
け
の
公
明
新
聞

に
、
「
愛
知
県
安
城
市
で
は
『
お

く
や
み
窓
口
』
を
市
役
所
１
階
に

設
置
し
、
最
大
で
16
課
に
ま
た
が

Ｑ
．
県
内
類
似
団
体
の
令
和
２
年

の
公
共
下
水
道
事
業
の
有
収
率
は
、

村
山
市
が
88
・
４
％
、
河
北
町
は

83
・
３
％
で
し
た
。
本
市
は
61
・

２
％
で
下
か
ら
２
番
目
で
し
た
。

近
県
で
は
、
喜
多
方
市
が
90
・
３

％
、
相
馬
市
が
75
・
５
％
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

年
間
汚
水
処
理
水
量
の
う
ち
、

使
用
料
徴
収
の
対
象
と
な
る
有
収

水
の
割
合
は
６
割
で
す
。
有
収
率

が
低
い
ほ
ど
不
明
水
が
多
く
、
非

効
率
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

原
因
の
一
つ
と
し
て
地
下
水
が
入

り
込
ん
で
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
死
亡
後
の
手
続
き
の
ほ
と
ん
ど

を
一
か
所
で
行
い
、
遺
族
の
負
担

軽
減
に
つ
な
げ
て
い
る
」
と
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で

も
市
民
が
か
ね
て
か
ら
要
望
し
て

い
た
こ
と
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

す
る
な
ど
し
て
、
一
か
所
で
手
続

き
が
終
わ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

構
築
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
死
亡
届
関
連
の
手
続
き
は
、

通
常
庁
舎
１
階
の
各
窓
口
で
ほ
ぼ

完
了
し
ま
す
。
専
用
窓
口
の
設
置

に
関
し
て
は
、
人
員
配
置
や
費
用

対
効
果
の
面
で
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
「
届
出

窓
口
一
覧
表
」
を
参
考
に
現
在
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
、
ご
遺
族

の
負
担
が
少
し
で
も
軽
減
で
き
る

よ
う
な
窓
口
対
応
に
努
め
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
は
、
手
書

き
文
字
を
正
確
に
デ
ー
タ
化
す
る

「
Ａ

※

Ｉ‒

Ｏ
Ｃ
Ｒ
」
と
、
申
請
書

作
成
処
理
を
自
動
化
す
る
「
Ｒ

※

Ｐ

Ａ
」
を
導
入
し
て
お
り
、
複
数
窓

口
で
手
続
き
が
必
要
な
場
合
、
一

度
記
載
し
た
氏
名
な
ど
の
基
本
情

報
は
他
の
窓
口
で
記
載
が
不
要
で
、

負
担
軽
減
と
手
続
き
時
間
の
短
縮

な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。

ま
す
が
、
料
金
対
象
に
な
ら
な
い

処
理
水
が
４
割
も
あ
る
と
い
う
こ

と
は
極
め
て
問
題
で
至
急
対
策
が

必
要
で
す
。
さ
ら
に
一
般
会
計
か

ら
２
億
５
千
万
円
の
繰
り
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
不
明
水
対

策
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
至
急
原

因
を
究
明
し
対
策
を
講
じ
る
べ
き

で
す
。

Ａ
．
下
水
道
事
業
の
有
収
率
に
つ

い
て
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
類
似

団
体
や
全
国
平
均
と
比
較
し
て
も

低
い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
改

善
に
向
け
て
早
急
に
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

有
収
率
を
押
し
下
げ
る
原
因
と

な
る
不
明
水
発
生
理
由
と
し
て
は
、

管
渠
の
接
続
部
分
や
マ
ン
ホ
ー
ル

か
ら
の
雨
水
の
侵
入
、
ま
た
下
水

や
井
戸
水
等
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を

通
ら
な
い
水
の
流
入
等
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
不
明
水
の
削
減
に
は

発
生
原
因
の
究
明
が
不
可
欠
で
す

の
で
、
ま
ず
は
調
査
を
行
い
、
不

明
水
の
発
生
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か

に
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対

応
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

公共下水道の不明水調査 新しくなった市役所窓口
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※ＡＩ - ＯＣＲ：手書きの書類等を読み取りデータ化するＯＣＲ（Optical Character Reader）にＡＩ（人工知能）機能を取
　　　　　　　　り入れたもの
※ＲＰＡ：Robotic Process Automation の略語。人間が行っている定型作業を自動化する技術

令和３年 11 月１日発行 ながい市議会だより  〈第135号〉
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長井紬を使った手芸教室

旧長井小学校第一校舎くつろぎ・交流スペース１

令和３年 11 月１日発行〈第135号〉  ながい市議会だより

勝
見
英
一
朗
委
員　

長
井
工
業
高

本
市
の
ひ
と
、自
然
、産
業
な
ど
の

資
源
を
活
か
し
継
承
す
る
た
め
に

校
の
技
能
検
定
受
検
を
支
援
す
る

「
も
の
づ
く
り
人
財
」
創
出
事
業

の
雇
用
へ
の
貢
献
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
ま
す
か
。

商
工
振
興
課
長　

長
井
工
業
高
校

の
県
内
就
職
率
は
就
業
者
の
７
、

８
割
に
の
ぼ
り
地
域
産
業
へ
の
貢

献
は
大
き
い
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

委
員　

市
営
ス
キ
ー
場
の
利
用
状

況
及
び
課
題
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
小
さ
な

子
ど
も
が
使
い
や
す
い
よ
う
最
西

側
ア
ン
バ
ー
リ
フ
ト
を
移
設
す
る

な
ど
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

健
康
ス
ポ
ー
ツ
課
長　

平
日
は
ス

キ
ー
事
業
が
中
心
で
利
用
者
数
は

減
少
傾
向
で
す
。
課
題
の
一
つ
は

初
心
者
に
は
ア
ン
バ
ー
リ
フ
ト
の

利
用
が
難
し
い
こ
と
で
す
。
有
利

な
補
助
金
な
ど
を
探
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

委
員　

長
井
紬
は
伝
統
的
工
芸
品

に
指
定
さ
れ
て
い
る
重
要
な
文
化

資
産
で
す
が
、
こ
の
産
業
振
興
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

商
工
振
興
課
長　

重
要
な
伝
統
産

業
と
認
識
し
、
長
井
紬
関
連
品
を

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
す
る

な
ど
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

鈴
木
一
則
委
員　

特
別
支
援
教
育

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
事
業
を
進
め
10
年

で
、
成
果
は
上
が
り
ま
し
た
か
。

教
育
長　

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を

多
面
的
に
理
解
し
、
そ
の
子
の
成

長
に
よ
り
良
い
指
導
の
あ
り
方
を

考
え
る
教
師
の
指
導
力
と
、
保
護

者
と
の
共
有
が
進
み
ま
し
た
。
本

市
の
教
育
の
施
策
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
事
業
と
捉
え
て
い
ま
す
。

委
員　

幼
保
小
等
連
携
専
門
員
派

遣
事
業
は
、
就
学
時
の
学
校
対
応

に
重
要
で
す
が
、
幼
児
施
設
で
は

ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
、
入
学
時

に
進
路
先
を
判
断
す
る
保
護
者
へ

の
支
援
と
な
っ
て
い
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長　

幼
児
施
設
で
の

面
談
に
よ
り
、
保
護
者
か
ら
は
そ

の
後
学
校
や
教
育
委
員
会
で
の
面

談
が
進
め
や
す
く
な
っ
た
と
い
う

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

委
員　

幼
児
期
か
ら
学
校
に
つ
な

ぐ
重
要
な
事
業
で
す
。
的
確
な
判

断
が
で
き
る
有
資
格
者
を
育
成
し
、

常
時
配
置
す
べ
き
で
す
。

教
育
長　

チ
ー
ム
と
し
て
の
対
応

と
、
指
導
主
事
が
検
査
で
き
る
資

格
を
持
ち
対
応
で
き
る
よ
う
、
総

合
的
な
と
こ
ろ
か
ら
人
材
育
成
を

含
め
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

内
谷
邦
彦
委
員　

第
一
校
舎
で
開

催
さ
れ
た
事
業
で
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
伺
い
ま
す
。

総
合
政
策
課
長　

人
数
制
限
、
入

所
時
の
手
指
消
毒
、
検
温
、
名
簿

記
載
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

委
員　

観
光
客
が
集
ま
る
拠
点
づ

く
り
と
、
子
ど
も
た
ち
に
お
金
の

考
え
方
や
社
会
保
障
、
社
会
の
仕

組
み
な
ど
、
学
校
で
教
え
な
い
こ

と
を
教
え
る
の
が
キ
ャ
リ
ア
教
育

で
、
第
一
校
舎
で
の
事
業
の
メ
イ

ン
と
考
え
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

令
和
２
年
度
は
実
施
で
き
た
の
で

す
か
。

総
合
政
策
課
長　

キ
ャ
リ
ア
教
育

の
目
玉
の
事
業
と
し
て
、
こ
ど
も

の
ま
ち
「
キ
ッ
ズ
シ
テ
ィ
ラ
ン
ド
」

を
実
施
し
、
小
学
生
約
１
０
０
名

の
参
加
で
し
た
。
事
業
と
し
て
は

ま
だ
不
十
分
で
す
の
で
、
さ
ら
に

発
展
す
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

委
員　

第
一
校
舎
は
観
光
の
拠
点

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
い
、

市
外
か
ら
も
人
を
呼
び
込
む
こ
と

が
重
要
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ

そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
募

り
情
報
を
発
信
し
、
感
染
症
が
収

ま
っ
た
時
に
人
々
が
集
え
る
運
営

を
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木
富
美
子
委
員　

農
家
の
高
齢

化
や
農
業
後
継
者
の
減
少
が
進
む

中
、
新
規
就
農
者
を
市
外
か
ら
誘

導
す
る
手
だ
て
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
ま
す
か
。

農
林
課
長　

新
規
就
農
者
に
対
す

る
移
住
支
援
、
生
活
支
援
、
農
地
等

の
賃
貸
料
支
援
な
ど
本
市
独
自
の

支
援
制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
が
、

希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
き
れ
て

い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

本
格
的
な
就
農
、
就
業
に
向
け
研

市
外
か
ら
新
規
就
農
者
を
移
住

定
住
に
結
び
付
け
る
手
だ
て
は

11

今
後
も
特
別
支
援
を
必
要
と
す
る

児
童
・
生
徒
へ
の
事
業
の
充
実
を

決

算

特

別

委

員

会

総

括

質

疑

旧
長
井
小
学
校
第
一
校
舎
を

観
光
の
拠
点
に



収穫に追われる市内就農者

らくらく窓口証明書交付システム

※ｅスポーツ：Electronic Sports の略で、コンピュータゲームをスポーツ競技として捉える際の名称
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修
を
開
始
し
、
新
規
就
農
者
が
求

め
る
支
援
の
あ
り
方
を
検
証
し
な

が
ら
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
、

独
立
経
営
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

委
員　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
婚
活
支
援
の
活
動

が
難
し
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

市
民
課
長　

コ
ロ
ナ
禍
に
左
右
さ

れ
な
い
対
応
と
し
て
、
婚
活
サ
ポ

ー
ト
委
員
会
の
力
を
お
借
り
し
、

積
極
的
な
登
録
者
の
掘
り
起
こ
し

を
行
う
こ
と
が
方
策
と
考
え
ま

す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
非

常
に
重
要
で
デ
リ
ケ
ー
ト
な
事
業

で
あ
り
、
個
人
対
個
人
の
地
道
な

引
き
合
わ
せ
に
注
力
し
、
時
代
に

合
っ
た
ス
キ
ー
ム
づ
く
り
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

鈴
木
裕
委
員　

本
市
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
と
独
自
の

推
進
策
を
伺
い
ま
す
。

市
民
課
長　

４
月
１
日
現
在
で
は

県
内
13
市
中
３
番
目
の
交
付
率
で

し
た
が
、
８
月
末
現
在
で
は
交
付

数
１
万
５
４
８
件
、
交
付
率
は

40
・
３
％
で
県
内
ト
ッ
プ
で
す
。

市
報
、
ラ
ジ
オ
で
の
Ｐ
Ｒ
に
加
え
、

日
曜
日
の
専
門
窓
口
の
開
設
、
月

曜
日
の
窓
口
延
長
で
の
受
付
、
勤

務
地
や
税
の
申
告
会
場
に
も
出
向

き
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

委
員　

住
民
票
な
ど
６
種
の
証
明

書
が
、
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
市

民
は
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
交

付
率
は
３
・
３
％
と
極
め
て
低
く
、

今
後
は
ど
の
よ
う
な
推
進
策
に
取

り
組
み
ま
す
か
。

市
民
課
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
率
の
上
昇
と
と
も
に
コ

ン
ビ
ニ
交
付
件
数
は
着
実
に
伸
び

る
と
み
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
交

付
は
、
職
員
の
負
担
軽
減
よ
り
も

閉
庁
時
間
で
も
証
明
書
が
と
れ
る

と
の
利
便
性
第
一
で
導
入
し
た
も

の
で
、
ら
く
ら
く
窓
口
証
明
書
交

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
推
進
を

付
シ
ス
テ
ム
も
始
め
て
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
時
期
を
捉
え
て
利
便
性

の
周
知
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

今
泉
春
江
委
員　

新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
市
民
の
暮
ら
し
を
直
撃
し

て
い
ま
す
。
納
税
相
談
や
減
免
、

猶
予
な
ど
特
例
は
あ
り
ま
し
た
か
。

税
務
課
長　

自
営
業
者
、
特
に
飲

食
店
関
係
の
方
が
大
き
く
影
響
を

受
け
ら
れ
た
よ
う
で
、
例
年
よ
り

相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
保
険
料
で
、
コ
ロ
ナ

コ
ロ
ナ
禍
の
相
談
収
納
促
進

の
取
り
組
み
は

関
連
で
合
計
53
件
、
８
６
４
万
７

０
０
円
が
減
免
に
な
り
、
要
件
に

満
た
な
い
方
に
は
分
割
納
付
な
ど

を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
納
税
猶

予
特
例
の
実
施
は
６
件
、
１
２
７

７
万
５
４
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

委
員　

コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
の
納
税

状
況
は
厳
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

差
し
押
さ
え
件
数
が
前
年
度
の

６
２
９
件
か
ら
１
８
３
件
と
大
き

く
減
少
し
ま
し
た
。
差
し
押
さ
え

を
減
少
さ
せ
た
要
因
を
伺
い
ま
す
。

税
務
課
長　

コ
ロ
ナ
関
連
の
制
度

の
説
明
や
周
知
の
た
め
、
納
税
者

と
接
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
も

特
徴
で
す
。
き
め
細
や
か
な
相
談

収
納
に
よ
り
、
納
税
に
対
す
る
市

民
の
理
解
が
進
ん
だ
結
果
と
捉
え

て
お
り
、
引
き
続
き
市
民
に
寄
り

添
っ
た
収
納
業
務
に
努
め
ま
す
。

産
業
・
建
設
常
任
委
員
会

視
察

令
和
３
年
９
月
14
日

　

本
年
10
月
か
ら
施
設
の
改
修
工

事
が
始
ま
る
Ｔ
Ａ
Ｓ
ビ
ル
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
改
修
は
、
１
階
に
ブ

ッ
ク
ラ
ウ
ン
ジ
、
売
店
機
能
、
ｅ

※

ス
ポ
ー
ツ
オ
フ
ィ
ス
機
能
、
２
階

に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
、

３
階
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆
レ
ン

タ
ル
オ
フ
ィ
ス
の
新
設
工
事
を
予

定
し
て
お
り
、
２
階
の
カ
フ
ェ
レ

ス
ト
ラ
ン
は
９
階
で
展
望
レ
ス
ト

ラ
ン
「
シ
ャ
ロ
ア
」
と
し
て
営
業

す
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ａ
Ｓ
ビ
ル
が
産
業
振
興
の
拠

点
と
し
て
再
生
す
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
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項目

氏名

調　査       

研究費
研修費 広報費 広聴費

要請・陳情

活動費
会議費

資　料     

作成費

資　料     

購入費
人件費 合計額 返還額

鈴木　一則 97,683 38,142 135,825 0

勝見英一朗 54,450 81,516 135,966 0

渡部　正之 　 107,964 44,000 151,964 0

鈴木　　裕 　 107,100 15,788 122,888 0

竹田　陽一 　 50,000 52,800 102,800 17,200

金子　豊美   25,000 85,200 110,200 9,800

内谷　邦彦 157,651 157,651 0

渡部　秀樹 214,096 214,096 0

平　　進介 　 114,400 30,030 144,430 0

鈴木富美子 49,000 37,116 86,116 33,884

赤間　泰広 　 57,418 62,660 120,078 0

梅津　善之 　 50,000 89,076 139,076 0

小関　秀一 　 50,000 74,172 124,172 0

今泉　春江 　 75,500 36,938 6,470 118,908 1,092

蒲生　光男 　 229,398 229,398 0

浅野　敏明 66,330 81,500 147,830 0

合計額 0 0 1,158,242 0 0 0 482,616 600,540 0 2,241,398 0

政　務

活動費

令和２年度　 収支報告総括表

　議員の調査研究活動に必要な経費の一部として、地方自治法及び市条例に基づき、

政務活動費を交付しています。議員は、収支報告書に収支内訳書や視察報告書、領

収書を添付して議長に報告しています。これらの書類については、議会事務局にお

いて閲覧や情報公開請求による公開をしていますが、より透明性を高めるために、

市議会ホームページでも公開しています。

対象期間：令和２年４月～令和３年３月

交付金額：議員１人当たり月額10,000円／残額がある場合は、翌年度の４月30日までに返還　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

★個人ごとの収支報告書、領収書等は市議会ホームページにて公開しております

調査研究費 議員が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費  

研修費 議員が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費

広報費 議員が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費  

広聴費 議員が行う住民からの市政及び議員の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費  

要請・陳情活動費 議員が要請、陳情活動を行うために必要な経費

会議費 議員が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会等各種会議への議員の参加に要する経費

資料作成費 議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費

資料購入費 議員が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費

人件費 議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費

※支出項目の説明（政務活動費を充てることができる経費の範囲）

令和３年 11 月１日発行〈第135号〉  ながい市議会だより
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インターネットによる議会中継も実施しています。

令和３年 11 月１日発行 ながい市議会だより  〈第135号〉

この議会だよりは、議員の自主編集により発行しています。

な
が
い
市
議
会
だ
よ
り

　
　
　

編
集
特
別
委
員
会

　

朝
夕
肌
寒
く
、
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
田

ん
ぼ
を
眺
め
な
が
ら
季
節
の
移
り
変
わ
り

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
前
年
度
の
予
算
執

行
の
実
績
を
確
認
し
、そ
の
適
否
を
審
査
・

審
議
す
る
、
　

決
算
の
認
定
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

議
会
で
何
が
議
論
さ
れ
、
議
員
が
ど
の

よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
の
か
、
議
場
で

の
傍
聴
が
で
き
な
か
っ
た
方
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
方
、
す

べ
て
の
市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
編
集
委
員
で

意
見
を
出
し
合
い
編
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｍ
・
Ｗ
）

　

議
会
事
務
局　

℡
（
８
２
）
８
０
２
１

金子豊美　鈴木富美子  　　　　○鈴木一則　渡部正之

 　　　　　　 　　◎渡部秀樹 　鈴木　裕　 

　　　　　　　　　　　　　　（◎委員長　〇副委員長）

小お

野の

　
卓た

く

也や  

　さ
ん 

　
　
　
　
　

（
草
岡
）
新
任

◎請願の提出期限は、11月９日（火）の予定です。

◎すべての会議を傍聴できます。正式な日程は、市議会の　

　ホームページなどでご確認ください。

長井市議会ホームページ 長井市議会 検索

請　

願

◆
国
に
対
し
、
「
国
連
で
採
択
さ

れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日
本

政
府
の
署
名
と
批
准
を
求
め
る
意

見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
　

（
請
願
者 

長
井
市
寺
泉

　
　
原
水
爆
禁
止
西
置
賜
協
議
会

　
　
　
　
代
表
委
員
　
青
木
慶
一
氏
）

採　

択

長
井
市
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

新に
い

野の

　
　
潔

き
よ
し  

　さ
ん 

　
　
　
　
　

（
ま
ま
の
上
）

　

例
年
開
催
し
て
お
り
ま
す

「
市
民
と
市
議
会
と
の
意
見
交

換
会
」
に
つ
き
ま
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
リ
ス

ク
を
考
慮
し
、
今
年
度
の
開
催

を
中
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
議
会
の
情
報

を
随
時
お
伝
え
で
き
る
方
策
を

引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

日
本
国
政
府
が
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
に
署
名
・
批
准
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書

米
の
需
給
改
善
と
米
価
下
落
の
歯
止
め
策
を
求
め
る
緊
急
の

意
見
書

14

編

集

後

記

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

市
政
功
労
者
の
表
彰
に

同
意
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27

2

総務

本会議

（一般質問）

文教 厚生

産業・建設

常任委員会

予算

土金木水火月日
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予算
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（表決・閉会）
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